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神
奈
川
ネ
ッ
ト
は
、

地
域
政
党
で
す
。

生
活
の
課
題
は

政
治
に
直
結
し
て
い
ま
す
。

国
の
政
党
が
、
地
方
の
政
治
ま
で

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
の
で
は
な
く

多
様
な
地
域
政
党
が
政
策
を
競
い

住
み
や
す
い
ま
ち
を
つ
く
る

社
会
を
め
ざ
し
ま
す
。

第
44
回
総
会
開
催
　
2
0
1
8
年
度
活
動
方
針
決
定

■子ども子育て支援制度調査チーム、介護保険
PJ：3/17（土）■就労支援チーム：3/22（木）■
総会開催実行委員会、総会運営委員会、パワー
シフトもっとみえる化アクションチーム：
3/23（金）■かながわ「共に生きる学習会」
inYMCA：3/26（月）■第 1 回運営委員会：
3/27（火）■市民の生活・活動法律相談：3/28
（水）■まち保育学習会：3/29（木）

子どもたちとともに時代に生き、時代に向き合う
（市民社会チャレンジ基金第11・18期助成団体）代表  田嶋いづみ

　
　
　
　
　
　
今
国
会
の
目
玉
と
さ
れ
た
働
き
方
改
革
関
連
法
案
で

は
、厚
労
省
の
ず
さ
ん
な
デ
ー
タ
問
題
で
裁
量
労
働
制
の
対
象
拡
大
は

全
面
的
に
削
除
さ
れ
た
▼
実
際
に
、既
に
導
入
さ
れ
て
い
る
I
T
業
界

で
は
、対
象
業
務
の
規
定
自
体
が
曖
昧
な
た
め
、裁
量
労
働
制
が
悪
用

さ
れ
る
例
が
後
を
絶
た
ず
、「
定
額
働
か
せ
放
題
」だ
と
言
う
▼
結
局

は
経
営
者
に
都
合
の
良
い
法
律
で
、更
に
ブ
ラ
ッ
ク
化
を
助
長
す
る
だ

け
と
な
っ
て
い
る
▼
長
時
間
労
働
や
過
労
自
殺
が
問
題
に
な
っ
て
い

る
中
で
、仕
事
と
生
活
を
両
立
さ
せ
る
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
実

現
に
向
か
わ
な
け
れ
ば
、働
き
方
改
革
と
は
言
え
ず
、日
本
の
未
来
は

危
う
い
。　
　

                                                     （
C
・
M
）

メール
No.86

　
今
年
2
月
、
相
模
原
市
立
南
大
野
小
5
年

生
に
、
19
年
連
続
19
回
目
の「
水
俣
」を
伝
え

る
出
前
活
動
を
行
い
ま
し
た
。自
分
の
暮
ら

し
て
い
る
ま
ち
で
、
道
で
す
れ
違
う
子
ど
も

た
ち
に
、
水
俣
病
事
件
と
そ
の
患
者
さ
ん
た

ち
が
教
え
て
く
れ
た
「
い
の
ち
」
に
ま
つ
わ

る
と
て
も
大
事
な
こ
と
を
伝
え
た
く
て
始

め
た
出
前
活
動
は
、
多
く
の
方
に
支
え
ら

れ
、
子
ど
も
た
ち
を
導
き
手
と
し
て
つ
づ
い

て
い
ま
す
。

　
こ
の
20
年
間
に
「
お
母
さ
ん
が
伝
え
る
」

が
「
お
祖
母
さ
ん
が
伝
え
る
」
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
は
当
然
で
す
が
、３
・
11
が
あ
り
、

津
久
井
や
ま
ゆ
り
園
事
件
が
身
近
で
起
こ

り
、
日
本
国
憲
法
も
こ
ん
な
ふ
う
に
揺
ら
い

で
い
る
の
を
見
る
と
時
代
の
経
過
を
感
じ

ま
す
。活
動
を
始
め
た
と
き
、
現
在
の
社
会

状
況
を
想
像
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
一
つ
ひ
と
つ
検
証
す
れ
ば
、
す
べ

て
必
然
で
は
な
い
か
と
も
考
え
る
の
で
す
。

や
ま
ゆ
り
園
事
件
の
と
き
に
は
、
い
ち
は
や

く
水
俣
の
友
人
た
ち
が
気
遣
い
の
連
絡
を

く
れ
ま
し
た
。胎
児
性
水
俣
病
の
彼
ら
が
涙

ぐ
み
な
が
ら
福
島
や
や
ま
ゆ
り
園
に
言
及

す
る
の
を
目
撃
す
る
た
び
、
私
た
ち
は
「
水

俣
」
に
何
を
見
て
き
た
の
だ
ろ
う
、
何
を
学

ん
だ
の
だ
ろ
う
、と
思
う
の
で
す
。

　
こ
の
時
代
、
こ
の
社
会
に
あ
っ
て
こ
そ
の

出
前
活
動
で
す
。「
い
の
ち
の
意
味
」「
い
の

ち
の
歴
史
」「
事
実
を
知
り
、学
ぶ
意
味
」、そ

し
て
患
者
さ
ん
た
ち
が
教
え
て
く
れ
る
「
い

の
ち
の
希
望
」。そ

う
伝
え
る
な
か

で
、
こ
の
ご
ろ
は
、

と
く
に
、
事
実
を

知
る
こ
と
の
「
重

さ
」
を
語
る
の
に

熱
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。子
ど
も

た
ち
と
の
応
答
の

な
か
で「
水
俣
」の

学
び
が
、
い
ま
を

生
き
、
未
来
を
み

つ
め
る
学
び
と
の

思
い
を
深
く
し
て

い
ま
す
。

県議会県議会県議会

　主要農作物種子法が 3 月末で廃止
になります。それに伴い、神奈川県主
要農作物種子法の実施に関する条例
の廃止が提案されました。
　私は、これまでの環境農政常任委員
会での質疑で、「法や条例が無くなっ
ても、これまで行ってきた米の種子の
生産管理や品質検査、原種栽培のほ場
の指定、奨励品種の決定などは行って
いく」という県の考え方を確認してき
ました。また、「新たな条例を制定する
ことは検討していないが、業務を継続
するための要綱を策定し、そのなかに
は県が種子を管理するにあたっての
基本方針を明記していく」との答弁も
得ました。さらに、今回「今後も種子生
産計画を策定しながら農家が安心し
て生産できる環境を整備していく。」
という県の姿勢を確認しました。
　神奈川県奨励品種の「はるみ」は、
JA全農が開発した品種で、民間企業・
団体が独自で育成した水稲品種とし

て、2015年に全国で初めて奨励品種
になった米です。現在は平塚市を中心
に栽培されていますが、2年連続特A
評価を獲得しました。このように、民
間が開発した品種であっても、農家と
県と技術センターが協力し品質の高
い米を生産できる現状があります。
　一方で、県内で栽培されている水稲
面積の 70％あまりの種子は富山県に
栽培を依頼しています。新潟県や兵庫
県では、種子を安定供給し農家の不安
を解消するために新たな条例を策定
する動きもあります。今後も、富山県
の動向を注視していかなければなり
ませんが、それだけでは不安が残りま
す。
　種子を守り、安定供給を継続できる
よう国レベルでの種子法に代わる法
律の制定を求めていくことが必要で
す。米を主食として摂取する私たち消
費者の側からも運動を進めていきま
す。

種子法廃止を受けた
　神奈川県の取り組みを質す

佐々木ゆみこ（ネット宮前／県議）

http://www.tsutaeru.jp

　議員のなり手不足への対応策として、また、議員の退職後の生活保障のために、
新たな議員の年金制度を求める声が高まっています。すでに、 自民、公明両党は、
地方議員を地方公務員共済組合法上の「職員」とみなして厚生年金に加入できるよ
うにする関連法改正案をまとめ現在開会
中の国会での提出をめざしています。
　こうした与党の動きに対して、野党各党
はどのように対峙していくのか、その姿勢
を問い、あらためて新たな議員の年金制度
にNO! の声を上げていきます。現在、各党
との意見交換を行っています。

廃止された地方議員年金制度に
莫大な税金が投入され続ける
2011年度廃止から60年にわたり１兆3,600億円も！
新たな地方議員の年金制度でさらに自治体の財政負担が生じる
しかもその額は明らかにされていない！
多くの人が国民年金制度に不安を持っているなか、議員だけが
手厚い処遇を受けることになる

1

2

3

新たな議員の年金制度に 　 　   アクション2018
　　　　　「政党の見解を聴こう！」

NO!

　
3
月
3
日
、
第
44
回
総

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
環
境
、福
祉
、平
和
と
、

現
場
と
繋
が
り
政
策
ア

ク
シ
ョ
ン
を
進
め
た

2
0
1
7
年
度
の
活
動
に
つ
い
て
振
り
返

り
、
2
0
1
8
年
度
の
活
動
方
針
と
予
算
案

を
決
定
。一
石
ひ
ろ
子
二
宮
町
議
に
よ
る
、
3

月
の
逗
子
市
議
選
、
11
月
の
二
宮
町
議
選
に

向
か
う
決
意
を
込
め
た
総
会
ア
ピ
ー
ル
で
締

め
く
く
り
ま
し
た
。

　
来
賓
と
し
て
参
加
い
た
だ
い
た
国
会
議
員

や
労
働
団
体
、
生
活
ク
ラ
ブ
運
動
グ
ル
ー
プ

の
皆
さ
ん
か
ら
も
、
地
域
の
自
治
を
協
同
し

て
つ
く
っ
て
い
く
と
い
う
理
念
や
、
よ
り
良

い
社
会
づ
く
り
に
向
け
た
様
々
な
実
践
が
語

ら
れ
、
神
奈
川
ネ
ッ
ト
の
運
動
の
原
点
を
確

認
す
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
2
0
1
8
年
、神
奈
川
ネ
ッ
ト
は
、あ
ら
た

め
て
市
民
参
加
に
こ
だ
わ
り
、地
域
で
信
頼
さ

れ
る
活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

木
村
満
里
子
さ
ん

神
奈
川
W・Co
連
合
会

理
事
長

▲半澤彰浩さん （生活クラブ生活協同組合神奈川 専務理事）

中
村
久
子
さ
ん

N
P
O
法
人
W・Co
協
会

理
事
長

向
田
映
子
さ
ん

女
性・市
民
コ
ミ
ュ
ニ
ティ

バ
ン
ク
理
事
長

▲大河原まさこさん
  （衆議院議員）

▲牧山ひろえさん
  （参議院議員)

▲首藤信彦さん
 （市民政治バンド代表）

佐々木ゆみこ代表

一石ひろ子
二宮町議

2018年度基本方針
１．政治への参加をひろげ、生活者の政治を実践します。
２．2019年統一地方選挙にむけた準備を進めます。
３．社会をつくり・変える活動を生活クラブ運動グループをはじめ、
　 多様なNPO・市民事業・社会運動団体とともに進めます。

「水俣」を子どもたちに伝えるネットワーク

神奈川ネットが反対する理由

来賓の皆さんからメッセージ


